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安全データシート（ＳＤＳ） 

 

１．製品名及び会社情報 

    製品名  アルプス突板テープ 

製品の概要 本製品は天然木突板をフィンガージョイントでエンドレスロールにし、変性酢

酸ビニル系接着剤で不織布を裏打ちした、天然木エッジテープです。合板の小

口面や表面を化粧する用途に主に用いられます。 

    会社名  アルプス株式会社 

    住所  東京都新宿区早稲田南町３３ 

    緊急連絡先 電話番号  ０３－３２０７－０００６ 

   ＦＡＸ番号 ０３－５２７２－００５１ 

 

２．危険有害性の要約 

GHS分類：分類基準に該当しない。 

本製品は「成形品」であり SDSの作成が必要な「化学製品」に該当しない。 

危険性  ：該当しない。 

    有害性  ：該当しない。 

   環境影響 ：該当しない。 

 

３．組成及び成分情報 

    単一製品・混合物の区別：混合物（構成は表面から、天然木突板－接着剤－不織布） 

 官報公示整理番号   ：なし 

 CAS番号    ：なし 

 

４．応急措置 

    本製品を加工する場合、作業者の健康上で特に注意することはありませんが、取扱いの中で発生

する粉塵やとげについて、以下のことに注意をお願いします。 

    目に入った場合    ：異物感がなくなるまで清水で洗浄する。目をこすってはならない。 

    皮膚に付着した場合  ：付着した部分を清水で洗浄する。とげが刺さった場合には、できるだ

け早く取り除きそのまま放置しないこと。 

    いずれの場合も外観に変化が見られたり、痛みが続く場合は直ちに医師の手当てを受けること。 

 

５．火災時の措置 

    消火剤   ：大量の水、粉末消火剤、炭酸ガス・泡消火剤 

    消火方法  ：燃焼源を断ち、水や消火剤を用いて消火する。 
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６．漏出時の措置 

    ロール・テープ状のため、漏出時の措置は特にない。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

    取扱い：①取扱いに際しては、粉塵の吸入やとげが刺さることを防ぐために、必要に応じて防塵

マスクや手袋などを着用する。 

        ②取扱い後はうがい及び手洗いを励行する。 

    保管 ：安全上問題はないが、品質上次のことに注意して下さい。 

①水濡れ厳禁とし、常温常湿の屋内保管とする。（反り・ネジレ・カビなどの防止） 

②直射日光を避けて保管する。（ヤケ、過乾燥による反り・ネジレなどの防止） 

 

８．暴露防止及び保護措置 

    本製品は切削・切断などの加工をしない限り、特に注意することはありません。切削などの加工

をする場合には、次の注意を守って下さい。 

    ①製品やその切削粉などの飛散に注意しながら取り扱う。 

    ②加工時に粉塵などが発生しないように集塵措置の設置を行なう。 

    ③取扱い後はうがい及び手洗いを励行する。 

 

９．物理的及び化学的性質 

    物理的状態：薄い板（テープ状に巻いてある） 

    密度   ：0.5～1g/cm3 

    含水率  ：4～15% 

 

１０．安定性及び反応性 

    安定。 

    高温多湿条件下では、材の反り、ネジレ、カビなどが生じる。 

    直射日光下では、材の変色、過乾燥による反り、ネジレが生じる。 

 

１１．有害性情報 

    本製品のホルムアルデヒド放散量は、F☆☆☆☆品相当量すなわち平均 0.3mg/L 以下、最大

0.4mg/Lであるため、人体への影響は極めて少ない。 

 

１２．環境影響情報 

    情報なし。 
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１３．廃棄上の注意 

可燃性として焼却可能ですが、法的基準を満たした焼却場にて焼却する。 

焼却灰については、産業廃棄物として処理する。廃棄する場合は、産業廃棄物として処理し、原

野、河川等に不法に投棄してはならない。 

 

１４．輸送上の注意 

水漏れ、衝撃による破損に注意する。 

 

１５．適用法令 

廃棄物の処理および清掃に関する法律 

 

１６．その他の情報 

記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データに基づいて作成しておりますが、注意事項は通

常の取扱いを対象にしたものであって、特殊な取扱いの場合は用途・用法に適した安全対策を実施

の上ご利用下さい。なお、記載事項は情報提供のみに供されるものであり、保証するものではあり

ません。 

 


